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 ヒト培養細胞から単離した染色体から抽出した蛋白質を電気泳動によって分離後、MALDI-TOF MS を用いて蛋白








【リンカーヒストン H1.X の機能解析】 























 第四章では第三章において同定した蛋白質の一つであるヒストン H1.X に着目し、RNA 干渉法を用いることにより
H1.X の染色体に関する機能を解析している。その結果、H1.X は分裂期において染色体の表面に局在し、微小管－動
原体間の相互作用に関与することで、分裂期における染色体の動態を制御することを明らかにしている。 
 第五章では本論文の結果をまとめ、それに基づいた考察を述べている。 
 以上のように、本論文はヒト分裂期染色体を構成する蛋白質を網羅的に明らかにし、さらに染色体の構造・機能と
密接に関わる新規染色体蛋白質の同定に成功しており、染色体構造に関する新規かつ重要な知見を示している。よっ
て本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
